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県民公開講座
現役生活 32年、50歳で現役引退。 ～日本の歴史と共に歩んだ球界のレジェンド～

2016年 10月 10日（月） 14:30-15:30　メイン会場  名古屋国際会議場 1号館 2F センチュリーホール

　
現役生活 32年、50歳で現役引退。 ～日本の歴史と共に歩んだ球界のレジェンド～
山本 昌 1

1:スポーツコメンテーター

山本昌が野球を始めたのは小学校三年生の時。中学校三年の時、神奈川県大会に出場したこともあり、野球推薦で日大藤沢高に入学。
高校三年間を通して一度も全国大会に出れなかったものの、その恵まれた体型とキレのある投球が評価され 1983 年のドラフト会議で
中日ドラゴンズから 5 位指名を受け、プロ入りを果たした。
1988 年、球団からアメリカ留学へ派遣され、ドジャーズ傘下の 1A チームにてプレー。そこで世話役を任されていたアイク生原氏と
の出会いが今の山本投手の大活躍につながってると言える。今の勝ち球、大きく落ちるスクリューボール（シンカー）はアイク氏の下
で磨いた投球である。そしてそれ以上にアイク氏は野球の楽しさを再び思い出させた人物だとのちに本人は語った。その年はペロビー
チ・ドジャースで、16 勝を挙げマイナーリーグのオールスターゲームにも出場した。その活躍ぶりを目のあたりにした当時の星野監督
は当初 1 年間のはずだった留学予定を切り上げ、山本を帰国させた。
帰国直後からその精度の高いシンカーが評価されシーズン後半戦の先発ローテーションメンバーに名を挙げ 5 連勝を記録。その勢いで
リーグ優勝にも大きく貢献した。
90 年代からはチームのエースとして活躍。93年、94年、97 年と 3 度もリーグ最多勝を獲得。
2000 年代に入ってからは次々と最年長記録を更新。06年 9月（41歳１ヶ月）には最年長ノーヒットノーラン、10年 9月（45 歳）に
は最年長完投勝利・完封勝利、13年 8月（48歳）には最年長安打、14年 9月（49歳）には最年長先発出場、最年長先発勝利投手、そ
して最年長奪三振を記録「歩くギネスブック」と言うニックネームが付くほど記録づくめだった。
プロ野球人生 31 年目を迎えた 2015 年、長きにわたるプロ野球生活で積み重ねた勝利の星は実に 219 勝に上がる。
2015 年は、8月 9日に 49歳 11ヶ月で最年長先発記録を樹立するも、投球中に左手指を痛めて途中降板。10月 7日のシーズン最終戦
で広島戦に先発し、先頭打者をセカンドゴロに打ち取り、現役最後の登板を終え 32 年に渡る現役生活に終止符を打った。

生年月日：1965 年 8 月 11 日
身長/ 体重：186cm/87kg
出身地： 神奈川茅ヶ崎市
出身校： 日大藤沢高等学校
チーム： 中日ドラゴンズ（1984 ～ 2015）
投/ 打： 左/ 左
ポジション： 投手
趣味： 競馬、車、ゴルフ、ラジコン、ゲーム、昆虫採集など
【プロ通算成績】
プロ 31 年間。581試合に登板、219勝 165 敗 5 セーブ
【獲得タイトル】
最多勝：3 回（1993 年、1994 年、1997 年）
最優秀防御率：1 回（1993 年）
最多奪三振：1 回（1997 年）
沢村賞：1 回（1994 年）
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最優秀投手：2 回（1994 年、1997 年）
ベストナイン：2 回（1994 年、1997 年）
ノーヒットノーラン：2006 年 9 月 16日
連盟特別表彰（2014 年）
連盟特別表彰　功労賞（2015 年）
史上最年長記録
試合出場・登板：50 歳 57 日－ 2015 年 10 月 7 日
先発出場・登板： 50 歳 57 日－ 2015 年 10 月 7 日
勝利：49歳 25 日－ 2014 年 9月 5日
先発勝利：49歳 25日－ 2014 年 9 月 5 日
奪三振：49歳 363日－ 2015 年 8月 9日
完投勝利・完封勝利：45 歳 24 日－ 2010 年 9 月 4 日
ノーヒットノーラン：41 歳 1 ヶ月 5 日－ 2006 年 9 月 16日
【書籍】
「133 キロ怪速球」（2009 年 5 月：ベースボール・マガジン社）
「継続する心」（2013 年 1 月：青志社）
「悪あがき」（2013 年 3 月：ベストセラーズ）
「進化」山崎武司と共著（2013 年：あさ出版）
「山本昌と言う生き方」（2015 年 8 月：小学館）
「奇跡の投手人生 50の告白 悔いはあっても後悔はない」
（2015 年 11 月：ベースボール・マガジン社）
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